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■日本トランスオーシャン航空が関西=宮古線を再開！
　４月29日㈷より、日本トランスオーシャン航空（JTA）
が関西＝宮古線を再開します。関西=宮古線の運航は平成
24年以来約９年ぶりとなります。
　沖縄県宮古島は、新たなリゾート施設の開発が進むな
ど、日本屈指のリゾート地として国内でも人気の観光地
です。平成27年には伊良部大橋が完成し、伊良部島と繋
がったことで観光の幅が広がり、ますます注目されてい
ます。朝に関西を出発し、夜に宮古島を出発する運航ス
ケジュールのため、宮古島での滞在時間をゆっくりと過
ごすことができます。
　また、日によっては青やピンクのジンベエザメが機体
に描かれたジンベエジェットの機体で運航されることも。
この機会にぜひチェックしてみてください。
運航開始日　４月29日㈷（関西発）

　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

月
の
月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

3
３
月
１
日
〜
７
日

全
国
統
一
防
火
標
語

〜
そ
の
火
事
を

　

防
ぐ
あ
な
た
に

　

金
メ
ダ
ル
〜

　

春
の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
る

こ
の
時
季
は
、
少
し
警
火
心
が
薄
れ

る
と
と
も
に
、
空
気
が
乾
燥
し
や
す

い
気
象
条
件
な
ど
と

相
ま
っ
て
、
家
庭
や

職
場
、
林
野
で
の
火

災
の
多
発
が
危
惧
さ

れ
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、

火
災
予
防
運
動
の
期

間
中
に
色
々
な
方
法

で
、
火
災
予
防
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
の

で
、
今
一
度
、
一
人

ひ
と
り
が
火
の
用
心

の
大
切
さ
を
思
い
起

こ
し
、
地
域
や
近
所

で
お
互
い
助
け
合
い

な
が
ら
火
災
の
な
い

街
づ
く
り
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

春
の
安
全
運
転
講
習
会

　
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
の

事
前
に
開
催
し
て
い
る
「
安
全
運
転

講
習
会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
、

２
月
25
日
㈭
以
降
に
「
開
催
ま
た
は

中
止
」
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

道
路
公
園
課

　

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
野

山
に
入
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す

が
、
小
さ
な
火
が
大
き
な
山
火
事
を

引
き
起
こ
し
、
か
け
が
え
の
な
い
自

然
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

山
火
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、
人
間
の

不
注
意
に
よ
っ
て
起
き
て
い
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
火
の
取
扱
に

十
分
注
意
す
る
こ
と
で
山
火
事
を
未

然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部 

予
防
課
（
☎
４
６
９
・
０
８
８
６
）

都
市
計
画

生
産
緑
地
地
区
な
ど
を
変
更

　

昨
年
11
月
17
日
に
泉
佐
野
市
都
市

計
画
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
議

案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
計
画
案

の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
南
部
大
阪
都
市
計
画
生
産
緑
地
地

区
の
変
更
に
つ
い
て

●
南
部
大
阪
都
市
計
画
地
区
計
画

（
檀
波
羅
山
地
区
地
区
計
画
）
の
変

更
に
つ
い
て

告
示
日　

11
月
20
日

図
書
縦
覧
場
所
・
問
合
先　

都
市
計

画
課
（
☎
４
４
７
・
８
１
２
４
）

温
泉
施
設
利
用
促
進
事
業

　

65
歳
以
上
の
市
民
の
人
へ
送
付

し
て
い
る
温
泉
施
設
利
用
券
（
１
，

０
０
０
円
）
の
有
効
期
限
が
迫
っ
て

い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
施
設
内
で
の
入
浴
以
外
の
お

食
事
や
お
買
い
物
に
も
使
え
ま
す
。

（
本
人
に
代
わ
っ
て
家
族
の
人
も
利

用
可
）

施
設
名　

●
湯
元
温
泉
荘
（
大
木
２
２
３
４
番

地
）

●
犬
鳴
温
泉
セ
ン
タ
ー （
大
木
２
２

３
８
番
地
）

●
不
動
口
館
（
大
木
７
番
地
）

●
み
奈
美
亭（
大
木
２
２
３
６
番
地
）

●
ア
ク
ア
イ
グ
ニ
ス
関
西
空
港
（
り

ん
く
う
往
来
北
１
番
地
の
23
番
）　

●
ホ
テ
ル
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
中
町

１
丁
目
３
番
51
号
）

有
効
期
限　

３
月

31
日
㈬

問
合
先　
（
一
社
） 

泉
佐
野
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

推
進
協
議
会
（
☎

４
６
１
・
０
０
０
５
）

広報いずみさの 令和3年3月号7



イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は

禁
止
で
す

　

野
外
焼
却
の
煙
に
よ
る
悪
臭
な
ど

の
苦
情
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
で
は
、
例
外
を
除
き

「
何
人
も
廃
棄
物
を
焼
却
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
り

よ
い
環
境
づ
く
り
に
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
】

●
震
災
、
風
水
害
そ
の
他
の
災
害
の

予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た

め
に
必
要

●
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行

事
を
行
う
た
め
に
必
要

●
農
業
・
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む

た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て

行
わ
れ
る

●
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む

う
え
で
通
常
行
わ
れ
る
草
木
な
ど
の

焼
却
で
あ
っ
て
、
周
辺
地
域
の
生
活

環
境
に
与
え
る
影
響
が
軽
微
で
あ
る

問
合
先　

環
境
衛
生
課

　

例
外
的
に
認
め
ら
れ
た
野
外
焼

却
を
行
う
と
き
で
も
、
極
力
少
量

に
と
ど
め
、
風
の
向
き
・
強
さ
、

時
間
帯
な
ど
に
十
分
配
慮
し
て
く

だ
さ
い
。
周
辺
の
生
活
環
境
な
ど

に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と

き
は
、
行
政
指
導
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

市
外
で
発
生
し
た

ご
み
や
産
業
廃
棄
物
は

持
ち
込
め
ま
せ
ん
！

　

家
庭
系
「
粗
大
ご
み
・
臨
時
ご
み
」

は
収
集
業
者
へ
の
電
話
申
込
が
原
則

で
す
が
、
こ
れ
を
利
用
で
き
な
い
場

合
、
ご
み
を
自
分
で
焼
却
場
（
泉
佐

野
市
田
尻
町
清
掃
施
設
組
合
第
二
事

業
所
）
に
直
接
持
ち
込
ん
で
処
分
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
市
以
外
で
発
生
し
た
ご
み
や
、
産

業
廃
棄
物
を
持
ち
込
む
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
不
法
投
棄
と
し
て
廃
棄
物

処
理
法
違
反
に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

処
分
方
法　

環
境
衛
生
課
で
廃
棄
物

搬
入
証
明
書
の
発
行
を
受
け
、
月
・

水
・
木
・
土
曜
日
の
午
後
１
時
〜
４

時
に
１
日
に
１
度
（
１
車
）
に
限
り

搬
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
大
積
載
量
２
t
以
上
の
車
両
で

搬
入
す
る
場
合
は
、
廃
棄
物
搬
入
証

明
書
発
行
の
際
に
、
登
録
番
号
（
ナ

ン
バ
ー
）
の
申
請
が
必
要
で
す
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課
、
泉
佐
野
市

田
尻
町
清
掃
施
設
組
合
（
☎
４
６
４

・
５
２
１
１
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w
w
.rinku.zaq

.ne.jp
/

sanotajiri/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
身
が
入
っ
た
ま
ま

出
さ
な
い
で
！

〜
火
災
や
健
康
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
！
〜

　

カ
ン
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

月
に
２
回
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
週
に
１
回
そ
れ
ぞ
れ
収
集
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
必
ず
中
身
を
使
い

切
っ
た
状
態
で
ご
み
出
し
を
お
願
い

し
ま
す
。
容
器
に
中
身
が
残
っ
て
い

た
場
合
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
妨
げ
に
な

る
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

エ
ア
ゾ
ー
ル
缶
に
よ
る
運
搬
車
両

で
の
火
災
や
、
塩
素
系
の
洗
剤
な
ど

が
混
ざ
り
あ
っ
て
有
毒
物
質
が
発
生

し
た
こ
と
に
よ
る
処
理
場
職
員
の
健

康
被
害
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
深
刻
な
被
害
に
至
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
一
度
、
ご
み
出
し
の
前
に
中
身

が
残
っ
て
い
な
い
か
を
確
認
し
て
い

た
だ
き
、
適
切
な
ご
み
処
理
が
行
え

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
伴
う

サ
ー
ビ
ス
の
一
時
停
止 

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

停
止
期
間　

３
月
４
日
㈭
・
16
日
㈫ 

午
後
５
時
30
分
〜
終
日

停
止
内
容　

戸
籍
全
部
事
項
・
個
人

事
項
証
明
書
、
戸
籍
の
附
票
の
写
し

問
合
先　

市
民
課

医
療
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
み
な
さ
ん
へ

「
こ
ど
も
医
療
」

「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
」

「
重
度
障
害
者
医
療
」

　　

府
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
４
月
１

日
か
ら
全
て
の
精
神
病
床
へ
の
入
院

が
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
で

は
、
３
月
ま
で
経
過
措
置
対
象
者
を

の
ぞ
く
精
神
病
床
へ
の
入
院
は
助
成

対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
「
こ
ど
も
医
療
」

「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
」「
重
度
障
害

者
医
療
」
の
医
療
受
給
者
証
は
手
続

き
の
必
要
が
な
く
、
引
き
続
き
使
用

で
き
ま
す
。

問
合
先　

●
こ
ど
も
医
療
・
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
…
子
育
て
支
援
課

●
重
度
障
害
者
医
療
…
地
域
共
生
推

進
課　
　

狂
犬
病
予
防
注
射
・飼い

犬
登
録

　

毎
年
４
月
上
旬
に
集
合
注
射
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
防
止
の
観

点
か
ら
実
施
時
期
、
場
所
な
ど
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
飼
い
犬
登
録
し
て
い
る
飼

い
主
に
は
３
月
中
旬
（
予
定
）
に
狂

犬
病
予
防
注
射
日
程
な
ど
の
案
内
を

送
付
し
ま
す
。
集
合
注
射
を
受
け
る

場
合
は
同
封
の
通
知
書
を
忘
れ
ず
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
推
進
課

※
詳
し
く
は
、
広
報
４
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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印鑑登録できる印鑑について
　「印鑑登録」は、本市の住民基本台帳に記録されている人（15歳未満の人お
よび意思能力を有しない人を除く）が1人1個に限り印鑑を登録することがで
きます。
　ただし、次に該当する印鑑は登録を受けることができません。
●住民基本台帳に記録されている氏名、氏、名、旧氏、通称などで表していな
いもの
●職業、屋号、資格その他氏名、旧氏または通称以外の事項を表しているもの
●ゴム印などの変形しやすいものや流し込みまたはプレス加工したもの
●印影の大きさが、一辺の長さ8㎜の正方形に収まるものや一辺の長さ25㎜の
正方形に収まらないもの
●印影を鮮明に表しいくいもの、その他市長が適当でないと認めるもの（＊）

問合先　市民課
※登録条件は市区町村により異なります。詳しくは問い合わせてください。

（＊）の例
●印鑑の輪郭が4分の1以上欠けているもの
●印鑑の文字がき損、摩滅しているもの
●音訓が同じであっても別字に書き換えたもの（例：太郎→多郎）
●日本文字と外国文字が混在して刻印されているもの
（アルファベット氏名の外国人住民の氏名である場合を除く）
●逆彫り印鑑（白抜き文字で刻印してある印鑑、凹凸が逆になっているもの）

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

泉
佐
野

ご協力ありがとうございました
令和2年度

赤い羽根共同募金
総額　2,615,699円

　募金は、大阪府共同募金会
配分委員会の審査のもと地域
の福祉活動のために活用され
ます。
問合先　泉佐野地区共同募金
会（泉佐野市社会福祉協議会
内 ☎464-2259）

ア
サ
リ
等
の

貝
毒
食
中
毒
に
注
意
!!

　

春
先
か
ら
海
水
温
が
上
が
る
に
つ

れ
て
大
阪
湾
に
有
毒
な
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
が
増
え
、
こ
れ
ら
を
食
べ
る
ア
サ

リ
や
イ
ガ
イ
な
ど
の
二
枚
貝
は
、
体

内
に
貝
毒
を
た
め
込
み
ま
す
。
貝
毒

を
持
っ
た
二
枚
貝
を
食
べ
る
と
、
口

や
手
足
が
し
び
れ
、
最
悪
の
場
合
は

呼
吸
困
難
で
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
貝
毒
は
熱
に
強
く
、
加
熱
調

理
し
て
も
毒
性
は
弱
く
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
海
水
に
貝
を
つ
け
た
ま

ま
だ
と
毒
化
が
進
む
た
め
、
海
水
中

で
の
保
管
や
砂
抜
き
も
大
変
危
険
で

す
。

　

貝
毒
の
有
無
は
見
た
目
で
判
断
で

き
ま
せ
ん
。
自
己
判
断
で
食
べ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
大
阪
湾
で
潮

干
狩
り
や
貝
の
採
取
を
行
う
場
合
は

次
の
点
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
府
の
貝
毒
発
生
情
報
を
必
ず
確
認

す
る

●
貝
毒
の
発
生
時
は
、
天
然
二
枚
貝

を
採
ら
な
い
・
食
べ
な
い
・
人
に
あ

げ
な
い

●
採
取
し
た
天
然
二
枚
貝
を
食
べ
て

口
や
手
足
の
し
び
れ
が
出
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
、
天
然

二
枚
貝
を
食
べ
た
こ
と
を
伝
え
る

問
合
先　

泉
佐
野
保
健
所
（
☎
４
６

４
・
９
６
８
８
）

泉
佐
野

◀
輪
郭
の
４
分
の
１
以
上

が
欠
け
て
い
る
も
の

◀
逆
彫
り
印
鑑

歳末たすけあい運動
総額　1,072,721円

　善意の募金は福祉推進のた
めに使わせていただきました。
おもな福祉推進事業
●市内在住の障害のある児童
などを対象としたクリスマス
会
●ひとり暮らし高齢者の見守
り支援や年賀状
問合先　泉佐野市社会福祉協
議会（☎464-2259）

令和2年度
　日赤泉佐野市地区

活動資金（募金）　
総額　2,178,631円

（令和2年12月31日現在）
　多くのみなさんのご理解ご協力によ
り、たくさんの活動資金（募金）が寄
せられ、すべて日本赤十字社大阪府支
部に送金しました。
　募金は、国内外の災害救援活動をは
じめ、さまざまな赤十字活動（泉佐野
市は救急法講習など）に活用されます。
問合先　日赤泉佐野市地区事務局（地
域共生推進課）

【ご注意ください！】
●印鑑登録は市外へ転出する
と登録が廃止されます。
●市外から転入し、印鑑登録
が必要な人は、登録手続きを
してください。
●市内での転居の場合は、転
居届をすると印鑑登録の住所
も変更されます。

広報いずみさの 令和3年3月号9



イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

いずみさの新生児臨時特別給付金
～申請は4月30日まで～

　特別定額給付金の対象とならない新生児1人につき10万円を給付しています。
まだ、申請していない世帯は申請してください。
対象
●令和2年4月27日以前から申請日まで引き続き泉佐野市に住民登録があり、令和
2年4月28日～令和3年3月31日の期間に出生した新生児がいる世帯
●令和2年4月28日～12月31日の期間に泉佐野市に転入した世帯で、令和3年1月
1日以降も引き続き泉佐野市に住民登録があり、保護者（世帯主）の転入日から
令和3年3月31日までに出生した新生児がいる世帯

申請期間　4月30日㈮まで（当日消印有効）
申請方法　出生届の届出時に申請書などをお渡し
しますので、子育て支援課に郵送または提出して
ください。
支給時期・方法　申請受付後、指定する口座に振り込みます。（給付は1回限り）
問合先　子育て支援課

マイナンバーカード（個人番号カード）
休日受取

臨時で市民課窓口の休日開庁を行います。混み合うことがありますので、時
間に余裕をもってお越しください。
開庁日　4月10日㈯、5月9日㈰、6月12日㈯ 
時間　午前9時～正午
※メンテナンスなどにより、変更する場合があります。詳しくはホームページ
をご覧ください。
持参する書類
①市役所からの交付通知一式
②通知カード
③住民基本台帳カード（持っている人のみ）
④本人確認書類
※運転免許証、パスポート、在留カードなど顔写真付き公的証明書のうち1点。持っていない人は、「氏名・生
年月日」または「氏名・住所」が記載された書類を2点（うち1点は健康保険証、年金手帳、医療受給者証のい
ずれか）を持参してください。

代理人による受取
　本人の来庁が困難であることを証する書類（診断書、入院／入所の事実を証する
書類、要介護４以上を証する書類等のいずれか）が必要です。
※仕事・学業が多忙なため本人が来庁できないなどの理由は、やむを得ない理由に
は該当しません。15歳未満でも必ず本人が来庁してください。15歳未満または成年
被後見人の人は、その法定代理人も同行してください。その場合①～④の他に、法
定代理人の本人確認書類（④に同じ）と戸籍謄本（法定代理人が親権者の場合〔＊1〕）・
登記事項証明書（法定代理人が成年後見人の場合）
〔＊1〕…法定代理人が本人と同一世帯かつ親子の関係を確認できる場合または泉佐
野市が本籍地の場合は不要
問合先　市民課
※詳しくは広報11月号をご覧ください。
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